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システムワークフロー検討作業部会とは
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1-1. システムワークフロー検討作業部会の概要

• これからの学術情報システム構築検討委員会が活

動目的とする「電子情報資源を含む総合目録デー

タベースの強化」のうち、特に電子情報資源・印

刷体の統合的発見環境の実現，電子情報資源の

データ共有，メタデータ流通の高度化等の検討を

目的として2019年4月に設置されました。
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1-2. システムワークフロー検討作業部会の構成

• 2019年度は，北海道大学，東北大学，東京大

学，東京外国語大学，電気通信大学，京都教育

大学，大阪大学，神戸大学，国際日本文化研究

センター，国際農林水産業研究センター，奈良

県立図書情報館，聖学院大学，帝塚山学院大学，

国立情報学研究所，佛教大学からの部会員に

よって構成されています。
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中央システムと図書館システム
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2-1. 中央システムと図書館システム（現在）
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中央システム
（NII）

CATP

図書館システム
（大学図書館等）

• 印刷体に対応
• 中央システムも図書館（ローカル）システムも個別調達・運用
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2-2. 中央システムと図書館システム（これから）
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中央システム
（NII/JUSTICE）

CATP

ダウンロード利用等

図書館システム
（大学図書館等）

• 印刷体と電子リソースに対応
• 中央システムと図書館（ローカル）システムの一部を共同調達・運用

LSPLSPLSP

NACSIS-CAT/ILL
電子リソース
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2-3. 検討対象の機能と範囲

印刷体 電子情報資源

ローカル

JUSTICE提案書

MARC 出版社

現行

CAT

CATP

ローカル

出版社MARC

ローカル

共同調達

検索・DL・アップロード

ILL

自動連携？
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JUSTICEと連携した電子コレクションの管理
【共同調達・運用】を踏まえて
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3-1. ライセンスデータのシステム間共有
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共同調達・運用の対象となる中央システムにおいて， JUSTICE事務局／NIIによるデー
タ入力を検討中。なお，共有の対象となるメタデータ項目に関しては本部会で検証を
行い，2019年度にJUSTICEへと提案済みです。
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3-2. ライセンスデータのシステム間共有
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共同調達・運用の対象となる図書館システムにおいては，その電子コレクションの購
読状況に応じて，中央システムからライセンスデータが自動で「配信」され，共有さ
れます
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3-3. ライセンスデータのシステム間共有

その結果，図書館は共同調達・運用の対象となる図書館システム内でライセンスデータ
を効率的に管理できるようになるほか，利用者は共同調達・運用の対象となる図書館シ
ステムに付属するディスカバリーサービスを通じて，電子コレクションのライセンスが
どのような状況にあるかを一目で確認することができるようにもなります
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3-4. ライセンスデータのシステム間共有
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共同調達・運用に参加しない図書館システムや図書館のウェブサイトでも，中央
システムが提供するAPIを通じてライセンスデータを取得し，共有することができ
ます
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3-5. ライセンスデータのシステム間共有

この仕組みを使うと，共同調達・運用に参加しない図書館システムにおいても，
中央システムのライセンスデータを取り込むことで，ローカル環境でのライセン
スデータ管理が行えるようになります
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3-6. ライセンスデータのシステム間共有
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同様にリンクリゾルバなどでも，APIでコレクション情報をもとに呼び出した最
新のライセンスを表示できます
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3-7. ライセンスデータのシステム間共有
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図書館のウェブサイトでライセンス状況を取得し，表示することも可能です
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4. タイトルリストのシステム間共有

• JUSTICE契約のパッケージにおけるタイトルリストも，中央システム

と図書館システムの間で，共有することが可能です

• ライセンスデータと同じく，図書館システムが共同調達・運用の対象

の場合でも，そうでない場合でも，共有の道筋が用意されています
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共同調達・運用下の図書館システムにおける
業務展開の可能性
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2-3.検討対象の機能と範囲【再掲】

印刷体 電子情報資源

ローカル

JUSTICE提案書

MARC 出版社
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CAT
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ローカル
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ローカル

共同調達

検索・DL・アップロード

ILL

自動連携？
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5. 出版社が提供する書誌データの活用［例1］
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図書館が作成した書誌レコードだけでなく，出版社が提供する書誌レコードを流用し
てのローカル書誌レコードの作成が可能になります。とくに中央システムの話で言及
したように，NIIでのMARC21への対応が進むことで親和性はより高くなります
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6. デジタルアーカイブのメタデータ（書誌
データ）とコンテンツの管理［例2］
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図書館デジタル化した貴重書資料について，メタデータとコンテンツの双方を管理す
ることができます。コンテンツについては，IIIFビューワを介して利用者に提供できる
ほか，OAI-PMHを通じて，メタデータを外部に発信，流通させることも可能になり
ます。
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そのほか・・

• 引き続きCATPでの書誌データの扱いができる
ことを前提に，検討を進めています

• デジタルアーカイブのコンテンツやメタデータ
の活用をにらみ，データフォーマット等のあり
方について，国立国会図書館等の関係機関との
意見交換を行います
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ご清聴ありがとうございました
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